
紹
　
介

佐
治
家
文
書
研
究
会
編

佐
治
重
賢
氏
所
蔵

『
小
堀
政
一
関
係
文
書
』

　
小
堀
政
一
（
遠
江
守
・
遠
州
）
は
、
天
正
七
年

（一

ﾜ
七
九
）
近
江
国
坂
田
郡
小
堀
村
の
生
ま
れ
、

は
じ
め
豊
臣
氏
に
仕
え
、
関
ヶ
原
の
戦
以
後
は
徳

川
家
康
に
従
っ
て
国
奉
行
・
代
官
等
と
し
て
近
世

前
期
政
治
史
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
武
将
・
政

治
家
で
あ
る
。
ま
た
古
田
織
部
門
下
で
遠
州
流
茶

道
の
祖
と
し
て
、
あ
る
い
は
内
裏
・
女
院
御
所
や

伏
見
城
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
・
造
園
家
と
し
て

も
著
名
な
人
物
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
藤
井
譲
治
・
藤
田
恒
春
・
横
田
冬

彦
・
鈴
木
則
子
の
四
氏
よ
り
な
る
佐
治
家
文
書
研

究
会
に
よ
り
、
佐
治
重
賢
氏
（
滋
賀
県
東
浅
井
郡

浅
井
町
木
尾
）
所
蔵
文
書
の
う
ち
、
小
堀
政
　
関

係
文
書
一
六
六
点
を
翻
刻
・
収
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
佐
治
家
は
中
世
以
来
の
土
豪
の
系
譜
を
ひ
き
、

江
戸
時
代
に
は
村
役
人
を
勤
め
て
い
た
家
で
あ
る
。

こ
こ
に
多
数
の
小
堀
政
一
関
係
文
書
が
伝
来
し
た

事
情
に
つ
い
て
、
本
書
解
題
に
よ
れ
ば
、
小
堀
氏

は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
所
領
を
備
申
か
ら
近

江
国
に
移
さ
れ
、
浅
井
郡
小
室
に
陣
屋
を
置
い
た
。

佐
治
家
が
村
役
人
を
勤
め
た
木
尾
村
は
小
室
陣
屋

に
近
く
、
小
堀
家
家
臣
と
の
交
流
も
密
で
金
子
の

用
立
て
や
藩
へ
の
大
名
貸
的
な
こ
と
も
行
な
う
な

ど
親
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
が
、
天
明
八
年

（
「
七
八
八
）
小
堀
氏
が
改
易
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
政
一
関
係
文
書
を
含
む
藩
文
書
の
一
部
や
道

具
類
な
ど
が
佐
治
家
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
佐
治
家
伝
来
小
堀
政
一
関
係
文
書
は
、
茶

道
関
係
者
の
間
で
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、

一
九
六
二
年
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
調
査
・

撮
影
し
、
「
佐
治
重
曹
氏
所
蔵
文
書
」
（
写
真
帳
二

曲
）
と
し
て
同
所
に
架
蔵
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

近
世
史
研
究
や
建
築
史
研
究
等
に
お
い
て
広
く
注

目
・
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
木
昭
作

「
幕
藩
初
期
の
国
奉
行
制
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
学

研
究
』
四
三
一
号
、
一
九
七
六
年
）
を
は
じ
め
と

し
、
こ
の
史
料
を
用
い
た
研
究
は
す
で
に
多
く
発

表
さ
れ
て
い
る
。

　
｝
方
、
本
書
編
纂
者
の
藤
田
・
横
田
の
二
氏
は
、

上
記
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
版
文
書
の
原
本

確
認
の
た
め
に
一
九
八
○
年
に
佐
治
家
を
訪
れ
た

こ
と
を
契
機
に
、
そ
の
後
三
年
に
わ
た
り
同
家
文

書
（
藩
・
村
・
家
関
係
文
書
等
、
訟
鵜
数
⊥
ハ
軒
数
｝
日

点
）
の
全
面
的
な
調
査
・
整
理
を
行
な
っ
た
。
八

七
年
か
ら
は
藤
井
を
中
心
に
鈴
木
を
加
え
て
研
究

会
が
発
足
し
、
佐
治
家
文
書
の
う
ち
小
堀
政
　
関

係
文
書
に
つ
い
て
校
訂
お
よ
び
補
足
調
査
が
続
け

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
長
年
に
わ
た
る
調
査
・
研
究

の
う
え
に
た
っ
て
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
が
本

書
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
佐
治
家
伝
来
小
堀
政
一
関
係
文
書
を

三
部
に
わ
け
て
翻
刻
・
収
載
し
て
い
る
。

　
第
工
部
は
、
慶
長
か
ら
正
保
年
間
の
書
状
類
で

あ
る
（
一
三
八
点
）
。
①
慶
長
期
の
も
の
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
駿
府
年
寄
衆
や
片
桐
且
元
な
ど
か

ら
政
一
へ
宛
て
ら
れ
た
書
状
類
で
あ
る
。
大
久
保

長
安
や
板
倉
勝
重
、
本
多
正
純
・
村
越
直
吉
・
成

瀬
正
成
・
安
藤
直
次
等
、
当
該
期
幕
府
政
治
を
担

っ
た
主
要
政
治
家
が
名
を
連
ね
る
書
状
類
は
、
す

で
に
幕
建
制
国
家
論
研
究
等
の
な
か
で
注
目
・
活

用
さ
れ
て
き
た
史
料
も
含
み
、
な
お
多
く
の
論
点

を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
貴
重
な
史
料
群
で
あ
る
。

②
元
和
期
の
も
の
は
、
備
申
立
の
国
奉
行
と
し
て

政
一
が
家
臣
に
宛
て
た
書
状
が
中
心
で
あ
る
。
元

和
三
年
、
播
磨
姫
路
城
の
池
田
光
政
が
因
幡
鳥
取

城
に
移
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
鳥
取
の
池
田
長
幸
は

備
中
松
山
城
へ
、
因
幡
若
桜
城
の
山
崎
家
治
は
備
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中
成
羽
へ
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
転
封
に
か

か
わ
っ
て
の
備
申
の
国
内
支
配
に
関
す
る
内
容
が

中
心
を
な
し
て
い
る
。
③
寛
永
・
正
保
期
の
も
の

は
、
政
一
が
家
老
小
堀
権
左
衛
門
に
宛
て
た
書
状

が
大
半
を
占
め
る
。
内
美
的
に
は
、
近
江
国
奉
行
、

ま
た
伏
見
奉
行
と
し
て
、
あ
る
い
は
上
方
の
公
事

訴
訟
を
預
る
い
わ
ゆ
る
八
人
衆
の
一
員
と
し
て
、

さ
ら
に
は
近
江
国
内
に
所
領
を
も
つ
一
領
主
と
し

て
、
多
様
な
立
場
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
寛
永
飢
謹
、
キ
リ
シ
タ
ン

禁
圧
、
禁
中
作
事
や
伏
見
町
政
に
関
す
る
も
の
、

さ
ら
に
は
朝
鮮
通
信
使
来
朝
関
係
等
々
。
書
状
の

多
く
の
場
合
、
政
一
は
江
戸
詰
で
あ
り
、
同
じ
く

上
方
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
五
味
野
選
ら
と
の
職

務
連
携
の
あ
り
よ
う
な
ど
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
ま
た
、
茶
を
通
じ
た
堀
田
正
盛
・
酒
井
忠
勝

等
幕
閣
と
の
交
流
も
断
片
的
な
が
ら
伝
え
て
お
り
、

政
務
以
外
に
茶
人
と
し
て
の
一
面
も
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
－
部
は
、
巻
子
装
さ
れ
た
史
料
二
点
を
収
録

す
る
。
一
つ
は
、
寛
永
　
九
年
（
一
六
四
二
）
に

政
一
が
京
よ
り
江
戸
へ
下
向
し
た
際
の
旅
日
記
で

あ
る
「
宗
甫
道
の
記
」
。
「
壬
午
紀
行
」
と
も
呼
ば

れ
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
文
言
に
多
く

の
異
同
が
あ
る
。
本
書
収
載
史
料
は
政
一
の
孫
で

あ
る
小
堀
政
恒
（
慶
安
二
一
元
禄
七
年
）
の
書
写

に
な
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
誉
田
織
部

の
「
茶
道
百
ケ
邑
智
」
。
こ
れ
も
す
で
に
い
く
つ

か
の
写
本
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
収
載
の
も

の
は
政
一
自
筆
の
奥
書
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
第
皿
部
は
、
元
和
・
寛
永
期
の
年
貢
勘
定
帳
類

で
あ
る
（
二
六
点
）
。
近
江
国
を
は
じ
め
と
す
る

政
一
支
配
の
幕
領
閥
係
を
主
と
し
、
一
部
小
堀
氏

知
行
自
分
を
含
む
。
い
ず
れ
も
、
本
書
に
よ
り
初

め
て
紹
介
さ
れ
る
史
料
で
あ
り
、
近
世
初
期
の
幕

府
財
政
史
概
究
の
深
化
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
巻
末
に
は
、
丁
寧
な
解
題
（
藤
田
恒

春
）
と
索
引
（
人
名
・
寺
社
名
・
地
名
）
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
不
十
分
な
が
ら
本
書
の
構
成
と
内
容
を

概
略
紹
介
し
て
き
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
轡

収
載
史
料
の
｝
部
は
、
す
で
に
東
大
史
料
編
纂
所

架
蔵
写
真
版
等
に
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、
研
究
論

文
や
自
治
体
史
史
料
集
な
ど
に
引
用
・
収
録
も
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
あ
ら
め
て
佐
治
家
伝

来
『
小
堀
政
一
関
係
文
書
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

公
刊
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん

そ
れ
は
単
に
、
出
版
に
よ
っ
て
広
く
史
料
利
用
の

便
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
本
書
刊
行
の
前
提
に
は
、
多
年
に
わ
た
る

丹
念
な
原
本
調
査
と
史
料
批
判
・
校
訂
が
な
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
第
－
部
所
収
の
書
状
類
に
つ

い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
料
紙
が
切
紙
の
場

合
、
継
目
が
剥
離
し
て
複
数
の
紙
片
に
分
離
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
従
来
は
甫
欠
や
生
欠

等
の
別
個
の
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
史
料
に

つ
い
て
、
本
書
で
は
原
本
を
も
っ
て
最
大
限
の
復

元
の
努
力
が
払
わ
れ
て
お
り
、
従
来
提
示
さ
れ
て

き
た
史
料
の
形
態
自
体
を
訂
正
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
史
料
の
解
釈
・
理
解
に

根
本
的
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
論
を

ま
た
な
い
。

　
ま
た
、
書
状
類
は
そ
の
性
格
上
、
年
欠
文
書
が

極
め
て
多
い
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
情
報
を
含
む

文
書
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
年
次
が
判
明
し
な
い

折
の
歯
痒
さ
は
誰
し
も
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
年
次
推
定
を
誤
る
こ
と
の
危
険
性
も
言
う
に

お
よ
ば
な
い
。
本
書
で
は
収
載
年
欠
文
書
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
に
つ
い
て
、
従
来
な
さ
れ
て
い
た
推

定
の
訂
正
も
含
め
、
年
次
を
特
定
し
て
い
る
。
年

次
推
定
の
根
拠
は
、
各
史
料
ご
と
に
簡
潔
に
注
記

さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
会
に
お
け
る
史
料
批
判
作

業
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
書
編
纂
者
の
う

ち
鈴
木
を
除
く
三
氏
は
、
か
つ
て
藤
井
を
中
心
と
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し
て
構
成
さ
れ
た
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
共

同
研
究
「
近
世
前
期
に
お
け
る
政
治
的
主
要
人
物

の
居
所
と
行
動
」
班
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
、
そ

こ
で
の
基
礎
的
研
究
の
蓄
積
も
少
な
か
ら
ず
反
映

し
て
い
る
。
小
堀
政
一
に
つ
い
て
は
、
藤
田
「
小

堀
政
一
の
居
所
と
行
動
」
が
あ
り
（
藤
井
譲
治
編

『
近
世
前
期
政
治
的
主
要
人
物
の
居
所
と
行
動
』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
調
査
報
告
第
三
七

号
、
一
九
九
四
年
）
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
さ
ら
に
、
第
－
部
・
第
∬
部
所
収
各
史
料
に
は

懇
切
な
傍
注
（
人
名
・
地
名
な
ど
）
と
頭
注
（
内

容
・
用
語
な
ど
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
本
書
公
刊
に
い
た
る
周
到
な
調
査
・
研
究

過
程
を
想
え
ば
、
も
は
や
あ
え
て
特
記
す
る
に
お

よ
ば
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　
本
書
の
刊
行
が
、
近
世
前
期
の
政
治
史
や
文
化

史
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
分
野
で
、
研
究
の
進

展
に
多
大
の
寄
与
を
な
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い

え
な
い
。

（
A
5
判
　
三
九
〇
頁
　
　
九
九
六
年
～
二
月
五
日

思
文
閣
出
版
　
八
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杣
困
善
雄
）

　
　
受
贈
図
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
二
月
十
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月
七
日
）

悶
讐
毒
a
一
〇
長
舞
一
〇
h
》
ω
貯
幽
一
〇
ω
ε
巳
Φ
ω

　
（
雲
門
く
註
k
①
瞑
ぎ
α
q
H
諺
け
ぎ
邑
⊂
。
①
山

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
八
五

福
建
師
範
大
学
学
報
（
福
建
師
範
大
学
）

　
｝
九
九
六
－
三
、
四

龍
谷
大
学
論
集
（
龍
谷
学
会
）
　
四
四
九

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
　
四
八
－
六
、

　
四
九
－
一

一
橋
論
叢
（
　
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
＝
七
－

　
二
、
三

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
　
一
四

史
料
（
合
憲
館
大
學
史
料
編
纂
所
）
　
　
四
六

東
洋
学
無
難
目
録
（
京
大
人
文
研
附
属
東
洋
学
文

　
献
セ
ン
タ
ー
）
　
｝
九
九
四
年
度

京
都
部
落
史
研
究
所
報
（
京
都
部
落
史
研
究
所
）

　
復
刊
準
備
号
①
、
②

寧
楽
金
工
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
　
四
二

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）

　
｝
八

西
伯
（
西
伯
社
）
　
一

ア
ナ
ト
リ
ア
考
古
学
研
究
（
（
財
）
中
近
東
文
化

　
セ
ン
タ
ー
）
　
く
O
r
≦

神
道
史
研
究
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